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(57)【要約】
【課題】フレキシブル表示パネルの柔軟性に最適化した
イメージを表示する表示装置を提供する。
【解決手段】表示装置は、磁性体で形成された磁性パタ
ーンを含むフレキシブル表示パネル、前記磁性パターン
の磁性を認識し、第１方向に可変的に露出する前記フレ
キシブル表示パネルの表示面積をセンシングする磁性セ
ンサー、及び前記磁性センサーと前記フレキシブル表示
パネルと連結しており、前記磁性センサーがセンシング
した前記フレキシブル表示パネルの前記表示面積に対応
するイメージを前記フレキシブル表示パネルに表示する
制御部を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁性体に形成された磁性パターンを含むフレキシブル表示パネル、
　前記磁性パターンの磁性を認識し、第１方向に可変的に露出する前記フレキシブル表示
パネルの表示面積をセンシングする磁性センサー、及び
　前記磁性センサーと前記フレキシブル表示パネルと連結しており、前記磁性センサーが
センシングした前記フレキシブル表示パネルの前記表示面積に対応するイメージを前記フ
レキシブル表示パネルに表示する制御部、
　を含む、表示装置。
【請求項２】
　前記フレキシブル表示パネルの前記表示面積が前記第１方向に可変的に露出するように
、前記フレキシブル表示パネルが前記第１方向に沿って内部に出入りするハウジングをさ
らに含む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記ハウジングは、
　前記ハウジング内部に位置して前記フレキシブル表示パネルが巻かれるロール部を含む
、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記磁性センサーは、前記磁性パターンと対応し、前記ハウジング内部に位置する、請
求項２又は３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記フレキシブル表示パネルの前記表示面積が前記第１方向に可変的に露出するように
、前記フレキシブル表示パネルの一端部は前記フレキシブル表示パネルの一領域が折り畳
まれ、前記第１方向上に位置する前記フレキシブル表示パネルの板面と接する、請求項１
に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記磁性センサーは、前記フレキシブル表示パネルの前記一端部に位置する、請求項５
に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記磁性パターンは、前記第１方向に沿って前記フレキシブル表示パネルに形成される
、請求項１～６の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記磁性パターンは、前記第１方向に沿って互いに離隔して配置された複数のサブパタ
ーンを含む、請求項１～７の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記複数のサブパターンそれぞれは、前記第１方向に行くほど前記第１方向と交差する
第２方向に長さが漸進的に長くなる、請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記磁性センサーは、前記複数のサブパターンのうちで前記第２方向に長さが最も長い
サブパターンと対応する長さを有する、請求項８又は９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記複数のサブパターンそれぞれは、前記第１方向と交差する第２方向に沿って互いに
離隔して配置される、請求項８～１０の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記磁性センサーは、前記第２方向に沿って互いに隣接して配置された複数のサブセン
サーを含み、
　前記複数のサブセンサーそれぞれは、前記第１方向に沿って配置される前記複数のサブ
パターンそれぞれと対応する、請求項１～１１の何れか一項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は表示装置に関し、より詳細には、フレキシブル表示パネルを含む表示装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置はイメージを表示する装置であって、最近はフレキシブル表示装置が注目を集
めている。
【０００３】
　従来のフレキシブル表示装置は、イメージを表示するフレキシブル表示パネルを含む装
置であって、フレキシブル表示パネルが柔軟に動くことによってフレキシブル表示パネル
を折り畳んだりロールに巻いたりし、フレキシブル表示装置の全体的な大きさを減らして
携帯することができていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－０９１９９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、フレキシブル表示パネルの柔軟性に最適化したイメージを表示する表示装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述したような技術的課題を達成するために、本発明の一側面は、磁性体で形成された
磁性パターンを含むフレキシブル表示パネル、前記磁性パターンの磁性を認識し、第１方
向に可変的に露出する前記フレキシブル表示パネルの表示面積をセンシングする磁性セン
サー、及び前記磁性センサーと前記フレキシブル表示パネルと連結しており、前記磁性セ
ンサーがセンシングした前記フレキシブル表示パネルの前記表示面積に対応するイメージ
を前記フレキシブル表示パネルに表示する制御部を含む表示装置を提供する。
【０００７】
　前記フレキシブル表示パネルの前記表示面積が前記第１方向に可変的に露出するように
、前記フレキシブル表示パネルが前記第１方向に沿って内部に出入りするハウジングをさ
らに含んでもよい。
【０００８】
　前記ハウジングは、前記ハウジング内部に位置して前記フレキシブル表示パネルが巻か
れるロール部を含んでもよい。
【０００９】
　前記磁性センサーは、前記磁性パターンと対応し、前記ハウジング内部に位置してもよ
い。
【００１０】
　前記フレキシブル表示パネルの前記表示面積が前記第１方向に可変的に露出するように
、前記フレキシブル表示パネルの一端部は、前記フレキシブル表示パネルの一領域が折り
畳まれて前記第１方向上に位置する前記フレキシブル表示パネルの板面と接してもよい。
【００１１】
　前記磁性センサーは、前記フレキシブル表示パネルの前記一端部に位置してもよい。
【００１２】
　前記磁性パターンは、前記第１方向に沿って前記フレキシブル表示パネルに形成されて
もよい。
【００１３】
　前記磁性パターンは、前記第１方向に沿って互いに離隔して配置された複数のサブパタ
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ーンを含んでもよい。
【００１４】
　前記複数のサブパターンそれぞれは、前記第１方向に行くほど前記第１方向と交差する
第２方向に長さが漸進的に長くなってもよい。
【００１５】
　前記磁性センサーは、前記複数のサブパターンのうちで前記第２方向に長さが最も長い
サブパターンと対応する長さを有してもよい。
【００１６】
　前記複数のサブパターンそれぞれは、前記第１方向と交差する第２方向に沿って互いに
離隔して配置されてもよい。
【００１７】
　前記磁性センサーは、前記第２方向に沿って互いに隣接して配置された複数のサブセン
サーを含み、前記複数のサブセンサーそれぞれは、前記第１方向に前記複数のサブパター
ンそれぞれと対応してもよい。
【発明の効果】
【００１８】
　上述した本発明の課題の解決手段の実施形態の１つによれば、フレキシブル表示パネル
の柔軟性に最適化したイメージを表示する表示装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１実施形態に係る表示装置を示す図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る表示装置のフレキシブル表示パネルを示す図である
。
【図３】本発明の第１実施形態に係る表示装置のセンシング方法を説明するための図であ
る。
【図４】本発明の第１実施形態に係る表示装置のフレキシブル表示パネルが表示するイメ
ージを示す図である。
【図５】本発明の第２実施形態に係る表示装置のフレキシブル表示パネルを示す図である
。
【図６】本発明の第２実施形態に係る表示装置のセンシング方法を説明するための図であ
る。
【図７】本発明の第３実施形態に係る表示装置を示す図である。
【図８】本発明の第３実施形態に係る表示装置の背面を示す図である。
【図９】本発明の第４実施形態に係る表示装置の背面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明の多様な実施形態について、本発明が属する
技術分野における当業者が容易に実施できるように詳しく説明する。本発明は多様に相違
した形態で実現されることができ、ここで説明する実施形態に限定されることはない。
【００２１】
　本発明を明確に説明するために説明上で不必要な部分は省略し、明細書全体に渡って同
一又は類似する構成要素については同一する参照符号を付与する。
【００２２】
　また、図面に示された各構成の大きさ及び厚さは、説明の便宜のために任意に示される
ものであり、本発明が必ずしも示されたものに限定されるわけではない。
【００２３】
　図面において、多様な層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。また
、図面において、説明の便宜のために、一部の層及び領域の厚さを誇張して示した。一部
分が他の部分の「上に」あるとするとき、これは他の部分の「すぐ上に」ある場合だけで
はなく、その中間にさらに他の部分がある場合も含む。
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【００２４】
　また、明細書全体において、ある部分がある構成要素を「含む」とするとき、これは特
に反対となる記載がない限り、他の構成要素を除くのではなく、他の構成要素をさらに包
み得ることを意味する。さらに、明細書全体において、「～上に」とは、対象部分の上又
は下に位置することを意味するものであり、必ずしも重力方向を基準として上側に位置す
ることを意味するものではない。
【００２５】
　以下、図１～図４を参照しながら、本発明の第１実施形態に係る表示装置を説明する。
【００２６】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る表示装置を示す図である。
【００２７】
　図１に示すように、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、フレキシブル表示パネル
１００、ハウジング２００、磁性センサー３００、及び制御部４００を含む。
【００２８】
　フレキシブル表示パネル１００は、表示装置で処理されるイメージを表示する。一例と
して、表示装置が携帯電話機などの移動端末器である場合、通話と関連するＵＩ（Ｕｓｅ
ｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）又はＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
）などのイメージを表示してもよい。フレキシブル表示パネル１００は、液晶又は有機発
光素子などを間において互いに対向するフレキシブルな基板又はフィルムなどを含んでも
よい。フレキシブル表示パネル１００は、フレキシブル表示パネル１００を通じて外部を
見ることができるように、透明型又は光透過型で構成されてもよい。フレキシブル表示パ
ネル１００の前面には、タッチフィルム、タッチシート、タッチパッドなどの形態を有し
てタッチ動作を感知するタッチセンサーが位置してもよい。フレキシブル表示パネル１０
０は制御部４００と連結しており、制御部４００から送信された信号によってイメージを
表示する。フレキシブル表示パネル１００は柔軟性を有しており、ハウジング２００の内
部に出入りする。フレキシブル表示パネル１００はハウジング２００に対して第１方向に
出入りし、フレキシブル表示パネル１００がハウジング２００の内部に出入りしながら、
イメージが表示されるフレキシブル表示パネル１００の表示面積が第１方向に可変的に外
部に露出する。
【００２９】
　図２は、本発明の第１実施形態に係る表示装置のフレキシブル表示パネル１００を示す
図である。図２は、説明の便宜上、フレキシブル表示パネル１００の背面及び磁性センサ
ー３００を同時に示す図である。
【００３０】
　図２に示すように、フレキシブル表示パネル１００は、イメージが表示され得る背面の
一領域に位置する磁性パターン１１０を含む。
【００３１】
　一方、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、イメージが表示され得るフレキシブル
表示パネル１００背面の一領域に磁性パターン１１０が位置するが、これに限定されるも
のではなく、本発明の他の実施形態に係る表示装置の磁性パターンは、イメージが表示さ
れ得るフレキシブル表示パネル前面の一領域に位置してもよい。
【００３２】
　磁性パターン１１０は、フレキシブル表示パネル１００の前面、背面、又は隣接する両
基板の間に位置してもよく、フレキシブル表示パネル１００を構成する配線又はタッチセ
ンサーなどを形成するときに同時に形成されたり、追加でフレキシブル表示パネル１００
の表面に形成されたりしてもよい。磁性パターン１１０は磁性を有する磁性体で形成され
ており、磁性パターン１１０が有する磁性は磁性センサー３００によって認識される。磁
性パターン１１０は、フレキシブル表示パネル１００がハウジング２００に対して出入り
する方向の第１方向に沿って、フレキシブル表示パネル１００に形成されている。磁性パ
ターン１１０はそれぞれが互いに異なる磁性を有し、第１方向に沿って互いに離隔して配
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置された複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋを含む。複数のサブパターン１１０ａ～
１１０ｋは、第１方向にそれぞれが互いに異なる長さを有している。具体的には、複数の
サブパターン１１０ａ～１１０ｋは、第１方向に行くほど第１方向と交差する第２方向に
長さ（Ｌ１）が漸進的に長くなったり短くなったりし、複数のサブパターン１１０ａ～１
１０ｋのうちの一端部のサブパターン１１０ａから他端部のサブパターン１１０ｋまでの
複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞれは、第１方向に行くほど第１方向と交差
する第２方向に長さが漸進的に短くなる。反対に、複数のサブパターン１１０ａ～１１０
ｋのうちの他端部のサブパターン１１０ｋから一端部のサブパターン１１０ａまでの複数
のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞれは、第１方向に行くほど第１方向と交差する
第２方向に長さ（Ｌ１）が漸進的に長くなる。
【００３３】
　再び図１を参照すれば、ハウジング２００はフレキシブル表示パネル１００の一端を支
持し、フレキシブル表示パネル１００の表示面積が第１方向に可変的に露出するように、
フレキシブル表示パネル１００を第１方向に沿って内部に出入りさせる。ハウジング２０
０は、フレキシブル表示パネル１００が巻かれるロール部２１０を含む。ロール部２１０
はハウジング２００の内部に位置しており、フレキシブル表示パネル１００の一端を支持
している。ロール部２１０はフレキシブル表示パネル１００を巻くことで、フレキシブル
表示パネル１００がハウジング２００に対して第１方向に出入りするようにする。ロール
部２１０自体は受動的又は能動的に回転してもよく、ロール部２１０自体が回転すること
により、フレキシブル表示パネル１００はハウジング２００に対して第１方向に出入り可
能になる。
【００３４】
　ハウジング２００の内部には、磁性センサー３００が位置している。
【００３５】
　図３は、本発明の第１実施形態に係る表示装置のセンシング方法を説明するための図で
ある。
【００３６】
　図２及び図３に示すように、磁性センサー３００は、フレキシブル表示パネル１００に
形成された磁性パターン１１０と対応し、ハウジング２００の内部に位置している。磁性
センサー３００は、磁性パターン１１０を認識することにより、ハウジング２００に対し
て出入りして第１方向に沿って可変的に外部に露出するフレキシブル表示パネル１００の
表示面積をセンシングする。
【００３７】
　磁性センサー３００は、磁性パターン１１０が磁性センサー３００上を通過すれば、回
路的にアナログ電圧形態のセンサー出力波形を得るようになる。すなわち、磁性センサー
３００は、磁性パターン１１０の磁性の大きさを認識することにより、ハウジング２００
に対して出入りして外部に露出したフレキシブル表示パネル１００の表示面積をセンシン
グする。具体的には、フレキシブル表示パネル１００がハウジング２００に対して第１方
向に出入りするとき、フレキシブル表示パネル１００に形成された磁性パターン１１０の
磁性が磁性センサー３００によって認識されることにより、磁性センサー３００は認識し
た磁性パターン１１０の磁性をセンサー出力波形で検出する。磁性センサー３００によっ
て検出されたセンサー出力波形はデジタル値に換算され、制御部４００に認識される。
【００３８】
　一例として、複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋのうちの一端部のサブパターン１
１０ａが第１の大きさのセンサー出力波形（ａ）として磁性センサー３００によって検出
され、複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋのうちの他端部のサブパターン１１０ｋが
第２の大きさのセンサー出力波形（ｋ）として磁性センサー３００によって検出される。
したがって、磁性センサー３００は、複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞれを
認識して第１の大きさのセンサー出力波形（ａ）ないし第２の大きさのセンサー出力波形
（ｋ）を検出し、第１の大きさのセンサー出力波形（ａ）ないし第２の大きさのセンサー
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出力波形（ｋ）それぞれによって、可変的に露出するフレキシブル表示パネル１００の表
示面積をセンシングする。
【００３９】
　磁性センサー３００は、複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋのうちで第２方向に長
さが最も長いサブパターン１１０ａと対応する長さ（Ｌ２）を有する。磁性センサー３０
０が複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞれの長さによって互いに異なる大きさ
のセンサー出力波形を検出することにより、複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれ
ぞれを互いに異なる長さで設定すれば、構成に必要なサブパターンの個数を所望する個数
とするだけで設計が可能である。
【００４０】
　このように、磁性センサー３００は、フレキシブル表示パネル１００がハウジング２０
０に対して第１方向に出入りするとき、複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞれ
に対応して可変的に露出する表示面積をセンシングする。磁性センサー３００がセンシン
グしたフレキシブル表示パネル１００の露出した表示面積に関する信号は、制御部４００
に送信される。
【００４１】
　図４は、本発明の第１実施形態に係る表示装置のフレキシブル表示パネルが表示するイ
メージを示す図である。
【００４２】
　図４に示すように、制御部４００は、磁性センサー３００及びフレキシブル表示パネル
１００と連結しており、磁性センサー３００がセンシングしたフレキシブル表示パネル１
００の露出した表示面積に対応するイメージをフレキシブル表示パネル１００に表示する
。
【００４３】
　具体的には、図４（ａ）に示すように、フレキシブル表示パネル１００がハウジング２
００に対して第１方向に出入りして第１表示面積（ＤＳ１）が露出されれば、磁性センサ
ー３００は複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋのうちで第１表示面積（ＤＳ１）が露
出したときのサブパターンの磁性を認識して第１表示面積（ＤＳ１）をセンシングし、第
１表示面積（ＤＳ１）に関連する信号を制御部４００に送信する。制御部４００はこの信
号を受信し、フレキシブル表示パネル１００の第１表示面積（ＤＳ１）に対応する第１の
大きさのイメージを表示する。このとき、制御部４００は、第１表示面積（ＤＳ１）が露
出したときのサブパターンに対応して露出したフレキシブル表示パネル１００の第１表示
面積（ＤＳ１）に対応する値を格納したり、既に格納された値をローディングしたりして
もよい。
【００４４】
　また、図４（ｂ）に示すように、フレキシブル表示パネル１００がハウジング２００に
対して第１方向に出入りして第１表示面積（ＤＳ１）と比べて大きい第２表示面積（ＤＳ
２）が露出されれば、磁性センサー３００は複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋのう
ちで第２表示面積（ＤＳ２）が露出したときのサブパターンの磁性を認識して第２表示面
積（ＤＳ２）をセンシングし、第２表示面積（ＤＳ２）に関連する信号を制御部４００に
送信する。制御部４００はこの信号を受信し、フレキシブル表示パネル１００の第２表示
面積（ＤＳ２）に対応する第２の大きさのイメージを表示する。このとき、制御部４００
は、第２表示面積（ＤＳ２）が露出したときのサブパターンに対応して露出したフレキシ
ブル表示パネル１００の第２表示面積（ＤＳ２）に対応する値を格納したり、既に格納さ
れた値をローディングしたりしてもよい。
【００４５】
　さらに、図４の（ｃ）に示すように、フレキシブル表示パネル１００がハウジング２０
０に対して第１方向に出入りして第２表示面積（ＤＳ２）と比べて大きい第３表示面積（
ＤＳ３）が露出されれば、磁性センサー３００は複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋ
のうちで第３表示面積（ＤＳ３）が露出したときのサブパターンの磁性を認識して第３表
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示面積（ＤＳ３）をセンシングし、第３表示面積（ＤＳ３）に関連する信号を制御部４０
０に送信する。制御部４００はこの信号を受信し、フレキシブル表示パネル１００の第３
表示面積（ＤＳ３）に対応する第３大きさのイメージを表示する。このとき、制御部４０
０は、第３表示面積（ＤＳ３）が露出したときのサブパターンに対応して露出したフレキ
シブル表示パネル１００の第３表示面積（ＤＳ３）に対応する値を格納したり、既に格納
された値をローディングしたりしてもよい。
【００４６】
　特に、ハウジング２００に対してフレキシブル表示パネル１００が第１方向に出入りす
るとき、磁性センサー３００がフレキシブル表示パネル１００に形成された複数のサブパ
ターン１１０ａ～１１０ｋ全体に対する順序を認識するのではなく、磁性センサー３００
が複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞれに対応するフレキシブル表示パネル１
００の表示面積それぞれをセンシングし、複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞ
れに対応するフレキシブル表示パネル１００の露出した表示面積それぞれを直接に認知す
るため、表示装置はいかなる状況及び条件でも、表示装置に電源が供給されさえすれば、
ハウジング２００に対するフレキシブル表示パネル１００の出入り過程をモニタリングす
ることなく、現在露出している表示面積に対応するサブパターンの磁性を認識し、その露
出した表示面積に対応する大きさのイメージを表示する。
【００４７】
　以上のように、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、磁性センサー３００がフレキ
シブル表示パネル１００に形成された磁性パターン１１０の磁性を認識し、ハウジング２
００に対して出入りして外部に露出したフレキシブル表示パネル１００の表示面積をセン
シングし、この表示面積に対応するイメージをフレキシブル表示パネル１００に表示する
。すなわち、フレキシブル表示パネル１００の柔軟性に最適化したイメージを表示する表
示装置が提供される。
【００４８】
　特に、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、ハウジング２００内部に位置する磁性
センサー３００を利用してフレキシブル表示パネル１００に形成された磁性パターン１１
０の磁性を認識し、ハウジング２００の内部に対して出入りして外部に露出したフレキシ
ブル表示パネル１００の表示面積をセンシングするため、フレキシブル表示パネル１００
の露出した板面がハウジング２００から排出されて非線形的に曲がったとしても、ハウジ
ング２００から排出されて外部に露出したフレキシブル表示パネル１００の正確な表示面
積をセンシングすることができる。すなわち、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、
フレキシブル表示パネル１００がハウジング２００から排出された後の全体面積をセンシ
ングするのではなく、フレキシブル表示パネル１００がハウジング２００に対して出入り
するとき、磁性センサー３００がリアルタイムでフレキシブル表示パネル１００の磁性パ
ターン１１０を認識して外部に露出したフレキシブル表示パネル１００の表示面積をセン
シングするため、フレキシブル表示パネル１００の露出した板面が柔軟に動いて非線形的
に曲がったとしても、磁性パターン１１０を利用して外部に露出したフレキシブル表示パ
ネル１００の正確な表示面積をセンシングし、この表示面積に対応する大きさのイメージ
を表示することができる。
【００４９】
　さらに、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、ロール部２１０の回転数をカウント
して間接的にフレキシブル表示パネル１００の表示面積をセンシングしたり、赤外線又は
超音波などの距離測定手段を利用して広がった後のフレキシブル表示パネル１００の表示
面積をセンシングしたりするのではなく、フレキシブル表示パネル１００の柔軟性を考慮
した上で、ハウジング２００に対してフレキシブル表示パネル１００が出入りするとき、
フレキシブル表示パネル１００に形成された磁性パターン１１０の磁性をリアルタイムで
認識してフレキシブル表示パネル１００の露出した表示面積をセンシングするため、フレ
キシブル表示パネル１００の可変的な表示面積に対応する正確な大きさのイメージが可変
的にフレキシブル表示パネル１００に表示される。これは、表示装置に対するユーザの全
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体的な満足度を向上させる要因として作用する。
【００５０】
　また、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、ハウジング２００に対してフレキシブ
ル表示パネル１００が第１方向に出入りするとき、磁性センサー３００がフレキシブル表
示パネル１００に形成された複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋ全体に対する順序を
認識するのではなく、磁性センサー３００が複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれ
ぞれに対応するフレキシブル表示パネル１００の表示面積それぞれをセンシングし、複数
のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞれに対応するフレキシブル表示パネル１００の
露出した表示面積それぞれを直接に認知するため、表示装置はいかなる状況及び条件でも
、表示装置に電源が供給されさえすれば、ハウジング２００に対するフレキシブル表示パ
ネル１００の出入り過程をモニタリングすることなく、現在露出している表示面積に対応
するサブパターンを認知し、その露出した表示面積に対応する大きさのイメージを表示す
る。すなわち、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、磁性センサー３００が互いに異
なる磁性を有する複数のサブパターン１１０ａ～１１０ｋそれぞれを独立して認知するこ
とにより、電源が突然切れた後についたり、フレキシブル表示パネル１００を広げた後に
一定部分を再び巻き戻したりするなどの出来事が発生しても、追加の構成をすることなく
露出した表示面積に対応する大きさのイメージを表示する。
【００５１】
　また、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、磁性センサー３００が磁性パターン１
１０の磁性を認識してフレキシブル表示パネル１００の表示面積を認識することにより、
磁性センサー３００と磁性パターン１１０との間に追加の構造物が位置したとしても、磁
性センサー３００がセンシングのエラーを起こすことなく磁性パターン１１０の磁性を認
識し、フレキシブル表示パネル１００の表示面積を認識することができる。すなわち、設
計の便宜のために磁性センサー３００と磁性パターン１１０との間に追加の構造物が位置
したとしても、磁性センサー３００によるフレキシブル表示パネル１００の表示面積のセ
ンシングが容易に実行される。一方、フレキシブル表示パネルとセンサーとの間の認識手
段として光を利用するとき、外部の光によってフレキシブル表示パネルの表示面積のセン
シングの信頼性が低下する可能性があるが、本発明の第１実施形態に係る表示装置は、フ
レキシブル表示パネル１００の磁性パターン１１０と磁性センサー３００との間の認識手
段として磁性を利用するため、上述したようなセンシングの信頼性の低下を防ぐことがで
きる。
【００５２】
　以下、図５及び図６を参照しながら、本発明の第２実施形態に係る表示装置を説明する
。
【００５３】
　以下、第１実施形態と区別される特徴的な部分のみを抜粋して説明するが、説明が省略
された部分は第１実施形態に係る。また、本発明の第２実施形態では、説明の便宜のため
に、同一する構成要素に対しては、本発明の第１実施形態と同一する参照番号を使用して
説明する。
【００５４】
　図５は、本発明の第２実施形態に係る表示装置のフレキシブル表示パネルを示す図であ
る。図５は、説明の便宜上、フレキシブル表示パネル１０２の背面及び磁性センサー３０
２を同時に示す図である。
【００５５】
　図５に示すように、本発明の第２実施形態に係る表示装置のフレキシブル表示パネル１
０２は、イメージが表示され得る背面の一領域に位置する磁性パターン１１２を含む。
【００５６】
　磁性パターン１１２は、フレキシブル表示パネル１０２の前面、背面、又は隣接する両
基板の間に位置してもよく、フレキシブル表示パネル１０２を構成する配線又はタッチセ
ンサーなどを形成するときに同時に形成されたり、追加でフレキシブル表示パネル１０２
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の表面に形成されたりしてもよい。磁性パターン１１２は磁性を有する磁性体で形成され
ており、磁性パターン１１２が有する磁性は磁性センサー３０２によって認識される。磁
性パターン１１２は、フレキシブル表示パネル１０２がハウジング２００に対して出入り
する方向である第１方向に沿って、フレキシブル表示パネル１０２に形成されている。磁
性パターン１１２はそれぞれが互いに異なる位置に形成され、第１方向に沿って互いに離
隔して配置されると同時に、第１方向と交差する第２方向に沿って互いに離隔して配置さ
れた複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈを含む。複数のサブパターン１１２ａ～１１
２ｈは、それぞれが互いに同じ長さを有してもよい。
【００５７】
　図６は、本発明の第２実施形態に係る表示装置のセンシング方法を説明するための図で
ある。
【００５８】
　図５及び図６に示すように、磁性センサー３０２は、フレキシブル表示パネル１０２に
形成された複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈそれぞれと対応し、それぞれが第２方
向に互いに隣接して配置された複数のサブセンサー３０２ａ～３０２ｈを含む。複数のサ
ブセンサー３０２ａ～３０２ｈそれぞれは、第１方向に沿って配置される複数のサブパタ
ーン１１２ａ～１１２ｈそれぞれと対応しており、複数のサブセンサー３０２ａ～３０２
ｈそれぞれは、対応する複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈそれぞれの磁性を認識す
る。
【００５９】
　複数のサブセンサー３０２ａ～３０２ｈのうちの一つのサブセンサー３０２ａは、複数
のサブパターン１１２ａ～１１２ｈのうちで第１方向に対応する一つのサブパターン１１
２ａが一つのサブセンサー３０２ａ上を通過すれば、回路的にアナログ電圧形態のセンサ
ー出力波形を得るようになる。すなわち、磁性センサー３０２は、複数のサブセンサー３
０２ａ～３０２ｈそれぞれに対応する複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈそれぞれを
認識することにより、ハウジング２００に対して出入りして外部に露出したフレキシブル
表示パネル１０２の表示面積をセンシングする。具体的には、フレキシブル表示パネル１
０２がハウジング２００に対して第１方向に出入りするとき、フレキシブル表示パネル１
０２に形成された複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈそれぞれの磁性が複数のサブセ
ンサー３０２ａ～３０２ｈそれぞれによって認識されることにより、磁性センサー３０２
は認識した磁性パターン１１２の磁性をセンサー出力波形で検出する。磁性センサー３０
２によって検出されたセンサー出力波形はデジタル値に換算され、制御部４００に認識さ
れる。
【００６０】
　一例として、複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈのうちの一端部のサブパターン１
１２ａが第１センサー出力波形（ａ）として複数のサブセンサー３０２ａ～３０２ｈのう
ちの一端部のサブセンサー３０２ａによって検出され、複数のサブパターン１１２ａ～１
１２ｈのうちの他端部のサブパターン１１２ｈが第２センサー出力波形（ｈ）として複数
のサブセンサー３０２ａ～３０２ｈのうちの他端部のサブセンサー３０２ｈによって検出
される。したがって、磁性センサー３０２は、複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈそ
れぞれを認識して第１センサー出力波形（ａ）ないし第２センサー出力波形（ｈ）それぞ
れを検出し、第１センサー出力波形（ａ）ないし第２センサー出力波形（ｈ）それぞれに
よって、可変的に露出するフレキシブル表示パネル１０２の表示面積それぞれをセンシン
グする。
【００６１】
　磁性センサー３０２が複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈそれぞれをその位置に応
じてセンサー出力波形で検出することにより、複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈの
個数及び複数のサブセンサー３０２ａ～３０２ｈの個数を同じ個数で設定すれば、構成さ
せるサブパターン及びサブセンサーの個数を所望する個数とするだけで設計が可能である
。
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【００６２】
　このように、磁性センサー３０２は、フレキシブル表示パネル１０２がハウジング２０
０に対して第１方向に出入りするとき、複数のサブパターン１１２ａ～１１２ｈそれぞれ
に対応して可変的に露出する表示面積をセンシングする。磁性センサー３０２がセンシン
グしたフレキシブル表示パネル１０２の露出した表示面積に関する信号は、制御部４００
に送信される。
【００６３】
　以上のように、本発明の第２実施形態に係る表示装置は、磁性センサー３０２がフレキ
シブル表示パネル１０２に形成された磁性パターン１１２の磁性を認識し、ハウジング２
００に対して出入りして外部に露出したフレキシブル表示パネル１０２の表示面積をセン
シングし、この表示面積に対応するイメージをフレキシブル表示パネル１０２に表示する
。すなわち、フレキシブル表示パネル１０２の柔軟性に最適化したイメージを表示する表
示装置が提供される。
【００６４】
　特に、本発明の第２実施形態に係る表示装置は、複数のサブセンサー３０２ａ～３０２
ｈを利用して複数のサブセンサー３０２ａ～３０２ｈのうちで磁性が認識されるサブセン
サーのみを認識してフレキシブル表示パネル１０２の表示面積をセンシングするため、複
数のサブセンサー３０２ａ～３０２ｈそれぞれを利用して複数のサブパターン１１２ａ～
１１２ｈそれぞれを独立に認識してフレキシブル表示パネル１０２の正確な表示面積に対
するセンシングを実行し、露出した表示面積に対応する正確な大きさのイメージを表示す
る。
【００６５】
　以下、図７及び図８を参照しながら、本発明の第３実施形態に係る表示装置を説明する
。
【００６６】
　以下、第１実施形態と区別される特徴的な部分のみを抜粋して説明するが、説明が省略
された部分は第１実施形態に係る。
【００６７】
　図７は、本発明の第３実施形態に係る表示装置を示す図である。図８は、本発明の第３
実施形態に係る表示装置の背面を示す図である。
【００６８】
　図７及び図８に示すように、本発明の第３実施形態に係る表示装置は、フレキシブル表
示パネル１０３、磁性センサー３０３、及び制御部４０３を含む。
【００６９】
　フレキシブル表示パネル１０３は柔軟性を有しており、フレキシブル表示パネル１０３
の一領域（ＦＡ）が折り畳まれる。フレキシブル表示パネル１０３の一領域（ＦＡ）が折
り畳まれながら、イメージが表示されるフレキシブル表示パネル１０３の表示面積が第１
方向に可変的に外部に露出する。フレキシブル表示パネル１０３の一端部は、フレキシブ
ル表示パネル１０３の一領域（ＦＡ）が折り畳まれて第１方向上に位置するフレキシブル
表示パネル１０３の板面と接する。フレキシブル表示パネル１０３は、イメージが表示さ
れ得る背面の板面に形成された磁性パターン１１３を含む。
【００７０】
　磁性パターン１１３は、フレキシブル表示パネル１０３の前面、背面、又は隣接する両
基板の間に位置してもよく、フレキシブル表示パネル１０３を構成する配線又はタッチセ
ンサーなどを形成するときに同時に形成されたり、追加でフレキシブル表示パネル１０３
の表面に形成されたりしてもよい。磁性パターン１１３は磁性を有する磁性体で形成され
ており、磁性パターン１１３が有する磁性は磁性センサー３０３によって認識される。磁
性パターン１１３は、フレキシブル表示パネル１０３の一領域（ＦＡ）が折り畳まれて表
示面積が可変的に露出する方向である第１方向に沿って、フレキシブル表示パネル１０３
に形成されている。磁性パターン１１３はそれぞれが互いに異なる磁性を有し、第１方向
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に沿って互いに離隔して配置された複数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋを含む。複数
のサブパターン１１３ａ～１１３ｋは、第１方向にそれぞれが互いに異なる長さを有して
いる。具体的には、複数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋそれぞれは、第１方向に行く
ほど第１方向と交差する第２方向に長さ（Ｌ１）が漸進的に長くなったり短くなったりし
、複数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋのうちの一端部のサブパターン１１３ａから他
端部のサブパターン１１３ｋまでの複数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋそれぞれは、
第１方向に行くほど第１方向と交差する第２方向に長さが漸進的に短くなる。反対に、複
数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋのうちの他端部のサブパターン１１３ｋから一端部
のサブパターン１１３ａまでの複数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋそれぞれは、第１
方向に行くほど第１方向と交差する第２方向に長さ（Ｌ１）が漸進的に長くなる。
【００７１】
　磁性センサー３０３は、フレキシブル表示パネル１０３の一領域（ＦＡ）が折り畳まれ
て磁性パターン１１３が形成されたフレキシブル表示パネル１０３の板面と接するフレキ
シブル表示パネル１０３の端部に位置している。フレキシブル表示パネル１０３の端部が
フレキシブル表示パネル１０３の板面と接しながら、磁性センサー３０３はフレキシブル
表示パネル１０３の板面に形成された磁性パターン１１３を認識するが、これによって磁
性センサー３０３は、第１方向に可変的に露出するフレキシブル表示パネル１０３の表示
面積をセンシングする。磁性センサー３０３は、複数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋ
のうちで第２方向に長さが最も長いサブパターン１１３ａと対応する長さ（Ｌ２）を有す
る。磁性センサー３０３によるフレキシブル表示パネル１０３の表示面積のセンシング方
法は、上述した本発明の第１実施形態で既に説明した。
【００７２】
　制御部４０３は、フレキシブル表示パネル１０３の他端部に位置している。
【００７３】
　以上のように、本発明の第３実施形態に係る表示装置は、磁性センサー３０３がフレキ
シブル表示パネル１０３に形成された磁性パターン１１３の磁性を認識し、一領域（ＦＡ
）が折り畳まれて可変的に外部に露出するフレキシブル表示パネル１０３の表示面積をセ
ンシングし、この表示面積に対応するイメージをフレキシブル表示パネル１０３に表示す
る。すなわち、フレキシブル表示パネル１０３の柔軟性に最適化したイメージを表示する
表示装置が提供される。
【００７４】
　特に、本発明の第３実施形態に係る表示装置は、フレキシブル表示パネル１０３の一端
部に位置する磁性センサー３０３を利用してフレキシブル表示パネル１０３に形成された
磁性パターン１１３の磁性を認識し、一領域（ＦＡ）が折り畳まれて可変的に外部に露出
するフレキシブル表示パネル１０３の表示面積をセンシングするため、フレキシブル表示
パネル１０３の露出した板面が非線形的に曲がったとしても、正確に外部に露出したフレ
キシブル表示パネル１０３の表示面積をセンシングすることができる。すなわち、本発明
の第３実施形態に係る表示装置は、フレキシブル表示パネル１０３の一領域（ＦＡ）が折
り畳まれるとき、磁性センサー３０３がリアルタイムでフレキシブル表示パネル１０３の
磁性パターン１１３を認識して外部に露出したフレキシブル表示パネル１０３の表示面積
をセンシングするため、フレキシブル表示パネル１０３の露出した板面が柔軟に動いて非
線形的に曲がったとしても、磁性パターン１１３を利用して外部に露出したフレキシブル
表示パネル１０３の正確な表示面積をセンシングし、この表示面積に対応する大きさのイ
メージを表示することができる。
【００７５】
　さらに、本発明の第３実施形態に係る表示装置は、ハウジング２００に対して出入りす
るフレキシブル表示パネル１０３の表示面積をセンシングするのではなく、フレキシブル
表示パネル１０３自体が折り畳まれて可変的に変化するフレキシブル表示パネル１０３の
表示面積をセンシングするため、折り畳まれるフレキシブル表示パネル１０３に最適化し
たイメージがフレキシブル表示パネル１０３に表示される。これは、表示装置に対するユ
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ーザの全体的な満足度を向上させる要因として作用する。
【００７６】
　また、本発明の第３実施形態に係る表示装置は、フレキシブル表示パネル１０３が折り
畳まれる過程ではなく、折り畳まれた後に磁性センサー３０３がフレキシブル表示パネル
１０３に形成された複数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋのうちの一つのサブパターン
を認識してフレキシブル表示パネル１０３の表示面積を直接にセンシングし、一つのサブ
パターンに対応するフレキシブル表示パネル１０３の露出した表示面積を直接に認知する
ため、表示装置はいかなる状況及び条件でも、表示装置に電源が供給されさえすれば、フ
レキシブル表示パネル１０３の折り畳まれる過程をモニタリングすることなく、現在露出
している表示面積に対応する一つのサブパターンを認知し、その露出した表示面積に対応
する大きさのイメージを表示する。すなわち、本発明の第３実施形態に係る表示装置は、
磁性センサー３０３が互いに異なる磁性を有する複数のサブパターン１１３ａ～１１３ｋ
それぞれを独立して認知することにより、電源が突然切れた後についたり、フレキシブル
表示パネル１０３に対する多様な折り畳み動作が行われたりするなどの出来事が発生して
も、追加の構成をすることなく露出した表示面積に対応する大きさのイメージを表示する
。
【００７７】
　また、本発明の第３実施形態に係る表示装置は、磁性センサー３０３が磁性パターン１
１３の磁性を認識してフレキシブル表示パネル１０３の表示面積を認識することにより、
磁性センサー３０３と磁性パターン１１３との間に追加の構造物が位置したとしても、磁
性センサー３０３がセンシングのエラーを起こすことなく磁性パターン１１３の磁性を認
識し、フレキシブル表示パネル１０３の表示面積を認識することができる。すなわち、設
計の便宜のために磁性センサー３０３と磁性パターン１１３との間に追加の構造物が位置
したとしても、磁性センサー３０３によるフレキシブル表示パネル１０３の表示面積のセ
ンシングが容易に実行される。特に、フレキシブル表示パネルとセンサーとの間の認識手
段として光などを利用するとき、外光によってフレキシブル表示パネルの表示面積のセン
シングの信頼性が低下する可能性があるが、本発明の第３実施形態に係る表示装置は、フ
レキシブル表示パネル１０３の磁性パターン１１３と磁性センサー３０３との間の認識手
段として磁性を利用するため、上述したようなセンシングの信頼性の低下を防ぐことがで
きる。
【００７８】
　以下、図９を参照しながら、本発明の第４実施形態に係る表示装置を説明する。
【００７９】
　以下、第３実施形態と区別される特徴的な部分のみを抜粋して説明するが、説明が省略
された部分は第３実施形態に係る。
【００８０】
　図９は、本発明の第４実施形態に係る表示装置の背面を示す図である。
【００８１】
　図９に示すように、本発明の第４実施形態に係る表示装置のフレキシブル表示パネル１
０４は、イメージが表示され得る背面の一領域に位置する磁性パターン１１４を含む。
【００８２】
　磁性パターン１１４は、フレキシブル表示パネル１０４の一領域（ＦＡ）が折り畳まれ
て表示面積が可変的に露出する方向の第１方向に沿ってフレキシブル表示パネル１０４に
形成されている。磁性パターン１１４はそれぞれが互いに異なる位置に形成され、第１方
向に沿って互いに離隔して配置されると同時に、第１方向と交差する第２方向に沿って互
いに離隔して配置された複数のサブパターン１１４ａ～１１４ｈを含む。複数のサブパタ
ーン１１４ａ～１１４ｈは、それぞれが互いに同じ長さを有してもよい。
【００８３】
　磁性センサー３０４は、フレキシブル表示パネル１０４に形成された複数のサブパター
ン１１４ａ～１１４ｈそれぞれと対応し、それぞれが第２方向に互いに隣接して配置され
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た複数のサブセンサー３０４ａ～３０４ｈを含む。複数のサブセンサー３０４ａ～３０４
ｈそれぞれは、第１方向に沿って配置される複数のサブパターン１１４ａ～１１４ｈそれ
ぞれと対応しており、複数のサブセンサー３０４ａ～３０４ｈそれぞれは、対応する複数
のサブパターン１１４ａ～１１４ｈそれぞれの磁性を認識する。
【００８４】
　複数のサブセンサー３０４ａ～３０４ｈのうちの一つのサブセンサー３０４ａは、複数
のサブパターン１１４ａ～１１４ｈのうちで第１方向に対応する一つのサブパターン１１
４ａが一つのサブセンサー３０４ａ上を通過すれば、回路的にアナログ電圧形態のセンサ
ー出力波形を得るようになる。すなわち、磁性センサー３０４は、フレキシブル表示パネ
ル１０４の一領域（ＦＡ）が折り畳まれてフレキシブル表示パネル１０４の端部がフレキ
シブル表示パネル１０４の板面と接しながら、複数のサブセンサー３０４ａ～３０４ｈそ
れぞれが複数のサブパターン１１４ａ～１１４ｈそれぞれを認識することにより、磁性セ
ンサー３０４は第１方向に可変的に露出するフレキシブル表示パネル１０４の表示面積を
センシングする。複数のサブセンサー３０４ａ～３０４ｈを含む磁性センサー３０４によ
るフレキシブル表示パネル１０４の表示面積のセンシング方法は、上述した本発明の第２
実施形態で既に説明した。
【００８５】
　以上のように、本発明の第４実施形態に係る表示装置は、磁性センサー３０４がフレキ
シブル表示パネル１０４に形成された磁性パターン１１４の磁性を認識し、一領域（ＦＡ
）が折り畳まれて可変的に外部に露出するフレキシブル表示パネル１０４の表示面積をセ
ンシングし、この表示面積に対応するイメージがフレキシブル表示パネル１０４に表示さ
れることにより、フレキシブル表示パネル１０４の柔軟性に最適化したイメージを表示す
る表示装置が提供される。
【００８６】
　特に、本発明の第４実施形態に係る表示装置は、複数のサブセンサー３０４ａ～３０４
ｈを利用して複数のサブセンサー３０４ａ～３０４ｈのうちの磁性が認識されるサブセン
サーのみを認識してフレキシブル表示パネル１０４の表示面積をセンシングするため、複
数のサブセンサー３０４ａ～３０４ｈを利用して複数のサブパターン１１４ａ～１１４ｈ
を独立に認識してフレキシブル表示パネル１０４の正確な表示面積に対するセンシングを
実行し、露出した表示面積に対応する正確な大きさのイメージを表示する。
【００８７】
　本発明を上述した好ましい実施形態を参照しながら説明したが、本発明はこれに限定さ
れるものではなく、本発明の特許請求の範囲の概念と範囲を逸脱しない限り、多様な修正
及び変更が可能であるということは、本発明が属する技術分野における当業者であれば容
易に理解することができるであろう。
【符号の説明】
【００８８】
　　１００、１０２、１０３、１０４　フレキシブル表示パネル
　　１１０、１１２、１１３、１１４　磁性パターン
　　１１０ａ～１１０ｋ、１１２ａ～１１２ｈ、１１３ａ～１１３ｋ　サブパターン
　　２００　ハウジング　　２１０　ロール部
　　３００、３０２、３０３、３０４　磁性センサー
　　３０２ａ～３０２ｈ、３０４ａ～３０４ｈ　サブセンサー
　　４００、４０３、４０４　制御部
　　ａ～ｋ　センサー出力波形
　　ＤＳ１　第１表示面積
　　ＤＳ２　第２表示面積
　　ＤＳ３　第３表示面積
　　ＦＡ　フレキシブル表示パネル１０３の一部の領域
　　Ｌ１、Ｌ２　長さ
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